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わん！ずく乱の

　　入学準備
　　　　　　11月20日　仙田小学校

来春、小学校へ入学する子供たちの健康診

断が各小学校で行われました。

　新入生は、全町で110人（千手57、上野

14、橘20、仙田18、白倉1）お母さんたちの

準備もスタートしました。

照

灘

灘

　
　
57
0
3
1
8
1
8
8
1
7
4
7
6
6
9
5
7
0
3
糾

　
　
9
0
0
0
5
1
2
2
9
0
0

　
　
2
2
3
2
2
2
3
3
2
2
2

　
　
『
　
『
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
『
　
一
　
『
　
一

　
　
2
5
7
8
2
2
2
2
2
5
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
　

　
　
盈
盈
8
8
8
8
奮
a
費
費
8

医
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
　
町
中
り
条
野
西
中
凍
町
町
中
り
町

急
原
条
通
　
町
町
郁
明
原
条
通
央

　
　
川
下
央
中
上
本
袋
西
神
川
下
央
中

救
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　
　
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
所

日
医
医
撫
医
医
医
医
医
医
療

休
島
・
条
鑛
田
・
誉
島
漏

圃
大
山
中
第
池
山
至
富
大
山
千

一　
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

　
4
1
8
9
n
U
1

　
1
2
2
2
3
3
1
2
3
4
”
．

　
鯛
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
1

　
1



、
継
縫

””川川”””II”1””瞬”””1川””1””1”””1””””II”””【2】”髄ll””1

　　翻鵬

六
十
六
年
度
に
完
成
予
定

　
新
十
日
町
大
橋
の
建
設
工
事
及
び

管
理
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
市
と
川

西
町
が
、
六
十
一
年
六
月
二
十
日
に

基
本
協
定
書
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
工
事
の
施
行
者
に
つ
い
て
は
、
川

　
西
町
が
十
日
町
市
に
委
託
し
、
十

無

　轍
灘

　
日
町
市
が
実
施
す
る
こ
と
。

・
日
本
国
有
鉄
道
と
の
協
定
に
つ
い

　
て
は
、
十
日
町
市
が
行
う
こ
と
。

・
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
十
日
町

市
、
川
西
町
、
日
本
国
有
鉄
道
が

　
負
担
す
る
。
な
ど
全
十
一
条
に
わ

た
る
協
定
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
六
日
、
十
日
町
市
下
島
地

内
で
、
川
西
町
と
十
日
町
市
を
つ
な

ぐ
、
　
「
新
十
日
町
大
橋
」
の
新
設
工

事
安
全
祈
願
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

　
架
橋
位
置
は
、
国
鉄
の
軽
便
線
鉄

橋
下
流
、
約
五
十
メ
ー
ト
ル
に
決
定

し
、
工
事
費
お
よ
そ
二
十
億
五
千
万

円
で
、
国
の
補
助
金
を
う
け
、
川
西

町
と
十
日
町
市
の
協
同
事
業
と
し
て
、

昭
和
六
十
六
年
度
完
成
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
橋
と
取
付
道
路
が
完
成
す
る

と
、
十
日
町
橋
の
交
通
渋
滞
の
緩
和

が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
新
十
日
町
大
橋
は
、
長
さ
三
九
九
・

二
層
、
幅
一
〇
層
で
、
両
岸
の
二
基

の
橋
台
と
、
高
さ
約
一
八
・
五
屑
の

五
基
の
橋
脚
で
支
え
ら
れ
ま
す
。
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道
路
除
雪
計
画

こ
の
冬
は

97
・
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

国
県
道
4
5
．
5
㎞

町
道
5
1
・
62
㎞

　
“
こ
の
冬
は
大
雪
だ
ろ
う
か
？
”

毎
年
の
こ
と
と
は
い
え
、
雪
は
や
っ

ぱ
り
少
な
い
こ
と
に
こ
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
十
一
月
二
十
九
日
、
町
道
路
除
雪

協
力
会
総
会
が
開
か
れ
、
八
・
冬
の
道

路
除
雪
計
画
な
ど
に
つ
い
て
審
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

1
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と
ー

▼
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

　
ま
で
、
除
雪
路
線
は
全
面
駐
車
禁

止
で
す
。

▼
屋
根
雪
の
処
理
は
、
県
道
路
交
通

　
法
施
行
細
則
で
、
道
路
上
に
雪
を

捨
て
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
異
常
降
雪
に
よ
り
や
む
を
得

ず
雪
を
落
と
し
た
時
は
、
速
や
か

　
に
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
雪
パ
イ
プ
は
、
午
後
二
～
三
時
、

四
～
五
時
の
二
時
問
運
転
が
休
止

さ
れ
ま
す
。

第1種除雪路線（鵡醗駕罎線）第2種除雪路線（。と欝難奪麩隷傑倉）

除　　雪 区　　間 除　　雪 区　　間
路　線　名

起点 終点
路　線　名

起点 終点
中島町栄町線
山野田原栄町2号線

中島町栄町線
中島町山野田原線
山野田原栄町2号線
東　善　寺　線
田中四郎兼線
東　善　寺　線

裏町学校線
田　中寺尾線
寺尾千手城跡線

木島伊友線

朝日町町内
国鉄ストアー
県　　　　道
中島町栄町線
宮本昌幸宅
東山新町新田線

南雲徳吉宅
川　　端　　宅

富野屋宅
高大建設宅
幹　　　　線

千手農協

国鉄駐車場
柳沢商店
山野田原栄町線

相崎　　武宅
北村健二宅
清水定一宅
東　　善　　寺

庄九郎宅
中屋敷長福寺線

長福寺入口橋
高橋芳造宅

山野田下平線
山野田原栄町線
山野田原栄町線
中島町栄町線
山野田西浦線
山野田大谷堤線
四　郎　兼　線
山野田木島線
栄町上新井沖立線

裏町学校線
水口沢沖立中屋敷線

田　中藤沢線
田　中藤沢線

県　　　　道
山野田下平線
平野　　稔宅
山野田下平線
くりや商店脇

北村直次
新保クリーニング

発電所通り
栄　　　　町
市川良夫宅
坂　　新　　宅

孫六商店
国道404号線

永井コンクリート

相崎貞雄宅
高橋寅義宅
佐藤　　稔宅
北村直次宅
幹　　　　線
山野田大谷堤線
小　　嶋　　屋

千手神社
千手小学校前
高嘉商店前
水　　源　　地

室島水源地
伊友西浦線 高原田伊友小根岸線 浄　　正　　院 寺尾千手城跡線 しろがね床屋 幹　　　　線

高原田東浦線 佐渡屋商店 柳　　和夫宅 中屋敷長福寺線 高嘉商店脇 幹　　　　線
高原田西浦1号線
高原田西浦2号線

県　　　　道
佐渡屋商店

高原田西浦2号線

旧山ノ根線
木島坪山線
木島伊友線

木島住宅扇　　屋　　宅
幹　　　　線
羽鳥徳二宅

古屋敷北原線
裏町沖立線
坪山部落内線
坪山ため池線
坪山霜条線
霜条鶴吉1号線
霜条坪山南原線
霜条北原線

小八屋脇
ひらき屋宅脇
高橋弘蔵宅
高橋建材
坪山ため池線
霜条公民館
坪山霜条線
霜条公民館

星名忠夫宅
堂　　の　　前
坪山部落内線環状全線

高橋弘蔵宅
霜条公民館
清　　龍　　寺

幹　　　　線
総合体育館

高原田伊友小根岸線

北原伊友線
伊友西浦線
高原田元町線
東山新町新田線
高原田伊友小根岸線

沖立学校線
坪山ため池線
高原田元町線

当葉材木店
土地改良事務所

星名仁作宅
当葉材木店
十　日　町境
国道252号線

元公民館
坪山三方
幹　　　　線

観　　音　　様

川　西高校
高原田伊友小根岸線

幹　　　　線
井川製材所
焼土工場
木島学校線
高橋建材
元　　　　　町

上野向　山線
上野北原線

県　　　　道
県　　　　道

上野鶴吉線
古　　沢　　宅 三領部落内線

元町新町新田線
三領部落内全線
国道252号線

環　　状　　線
押木重太郎宅

元町部落内1号線
上野東浦1号線
上野西浦2号線
上野西浦3号線
上野西浦1号線
上野西浦4号線
上野西浦5号線

元町部落内1号線全線

国道252号線
山喜屋豆腐店
農協本所前
上野西浦2号線
根津石三宅
上野西浦1号線

下平新田堤
五十刈　宅
国道252号線

上野下平新田元町線

上村峯松宅
勝見屋商店

上野下平新田元町線

元町中子環状線
上野下平新田元町線

下平新田環状線
下平新田中沢線
新町新田環状線

小千谷十日町津南線

国道252号線
やまに宅脇

下平新田部落内全線

下平新田環状線三方

新町新田部落内全線

長　　安　　寺

なかまの家
小千谷十日町津南線

下水処理場

元町新町新田線
新町新田寺ケ崎1号線

神　　社　　前

公民館前
新　町墓地
新町新田環状線

木落環状線
仁田大原1号線

木落部落内全線

木村重機 大和伸管所
新町新田岩瀬線 県　　　　道 川　西　ダ　ム 仁田四十歩1号線 県　　　　道 橘小学校
木落部落内1号線
木落部落内2号線
木落部落内3号線

仁　田塩辛線
塩辛寺ケ崎線
木落原　田線
仁田東浦線
野　口　西浦線

木落部落内全線
木落部落内全線
木落部落内全線
熊の堂入口三叉路

渡辺工務店
山崎武治宅裏

橘小学校
大久保靖孝宅

塩辛公民館
塩　　　　辛
下　　原　　堤

川崎清一宅
村越　　勝宅

仁田五升苗線
木落原田線
野口大原線
野　口環状線
仁田野　口　線
野口大原線1号線
原　田　根深線
原田部落内線

仁田駐在所
下　　原　　堤
堂　　の　　前
堂　　の　　前

米岡石油
橘郵便局
取安神社
丸安製材所

ハ　リ　マ　ヤ

取安神社
諏訪神社
仁田野口線
橘ライスセンター

下　　原　　堤

根　　　　深

取安神社
野　口　環状線 須藤亮助宅 堂　　の　　前 赤谷西浦線 登坂ハル宅 公　　民　　館

野口下原2号線 下原三方バス停 公　　民　　館 赤谷東浦線 田村幸栄宅 青山商店
原　田下原線 下　　原　　堤 県道まで全線 室島神社線 国道404号線 相　　国　　寺

原　　田　北　線 原田部落内 部落はずれ 室島東浦1号線 全　　　　線 室島東浦2号一部

田戸越ケ沢トンネル線

中仙田東浦1号線
中仙田東浦2号線
田戸部落内線
岩瀬部落内2号線

田戸藤沢線

越ケ沢トンネル出口

仙田郵便局前

大坂屋宅
田戸藤沢線
国道404号線
県　　　　道

田　　　　戸
龍巳ドライブイン

国道404号線
樋口虎一宅裏
金子　　猛宅
樋口虎一宅裏

小脇高倉線
高倉環状線
中仙田新屋敷線
小脇環状線
小脇滝沢線
小脇高倉線

県　　　　道
県　　　　道
小林勇二宅
国道404号線
集　　会　　所

国道404号線

高倉環状線
小脇高倉線
関　川　屋　宅

小脇高倉線
斉木真平宅
小脇環状線
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交通事故のご相談は

　無料で応じて

　　　　　　おります

〔平日〕

　午前9時半～午後4時40分
〔土曜〕

　午前9時半～正午（第2・第

　3土曜日は休みます）

★弁護士相談日は水曜日午後

★専門の相談員が親身になって

　ご相談に応じます。

（社）日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター

新潟市本町通七番町1082

　興亜火災新潟支店ビル5階
　新潟調査事務所内

ao252－25－1851

電話の相談もお受けします

事放発生4
ノ ）　　～

食1＼　隼
転　塾

穿

民生委員の顔ぶれ
（敬称略）

氏　名 担当区域 電話

千
　
　
　
手
　
　
　
地
　
　
　
区

宮　シヅ子
発電所通り西・東、永久
公舎、栄町、山野田住宅、

県営住宅、朝日町
68－3338

大渓晶子
中島町、山野田、四郎兼

東善寺、上町 68－2164

南雲　　博
中央町、田中町、神社町

学校町
68－2382

南雲　　良
中屋敷、寺尾、木島公舎

木島 68－3195

保坂トシ 沖立 68－3021

貴田杉松 伊友、高原田 68－3066

中村健一 坪山、霜条、鶴吉 68－3260

上
野
地
区

星名イシ 上野第1・第2 68－3351

清水リイ 上野第3、下平新田 68－3339

押木喜策 元町 68－3284

内山君江 新町新田 68－3553

水品　　節 三領、小根岸 68－3968

橘
地
区

山家清作 木落、寺ケ崎 68－3732

小幡正徳 塩辛、仁田 68－2532

村越利雄 野口、四十歩 68－2513

丸山新平 原田、根深、下原 68－3857

仙
　
　
田
　
　
地
　
　
区

南雲ハルエ 中仙田 69－2112

半田利登 室島、藤沢 69－2108

斉木鋪輔 小脇 69－2628

高橋栄一 高倉 69－2265

押木良造 田戸 69－2815

高橋幸一 赤谷 69－2300

中條春雄 岩瀬、大倉 69－2350
桐生四方吉 大白倉 69－2254

片桐一郎 小白倉 69－2614

民生委藁撰
変恭踵鎌塞繊嚢翻

　
地
域
の
社
会
福
祉
推
進
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
民
生
委
員
が
、
十
二
月
一

日
付
で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
就

任
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
は
、
個
人
の
人
格
を
尊

重
し
、
身
上
に
関
す
る
秘
密
を
守
り
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
な
ど
に

よ
っ
て
、
差
別
的
ま
た
は
優
先
的
取

扱
い
を
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
福
祉

関
係
全
般
に
つ
い
て
相
談
指
導
を
し

て
く
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
0
0
◎
0
0
0
0
●
0
0
●
◎
0
0
0
0
0
9

寒
い
会
場
で
熱
演
「
川
西
音
頭
」

TV収録ふるさと芸能熱演
　11月16日、千手小学校で県南部観光協議会主催の第

4回「ふるさと芸能のつどい」が開かれました。

　町からは、野口芸能保存会の「剣の舞」、川西音頭

同好会の「川西音頭」が出演し、T　N　Nテレビ新潟で、

町合併30周年記念式典や、漬物加工場などの様子と合

わせ、24日の午後4時から放映されました。

　
十
一
月
十
五
日
、
十
六
日
に
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
町
美
術
協
会
に
よ
る

第
十
二
回
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
町
の
芸
術
家
た
ち
か
ら
、
写
真
．

書
道
・
絵
画
部
門
に
七
十
点
ほ
ど
の

大
作
、
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　写灘灘縫難
　真

1翻，嚢

§コ
8　1　．
　

8　ナ・

3　1
8
8
8

創
作
活
動

高
ま
る
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十
一
月
九
日
夜
、
総
合
体
育
館
で

青
少
年
育
成
町
民
会
議
創
立
五
周
年

記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
N

H
K
プ
ロ
野
球
解
説
者
で
、
元
近
鉄

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
投
手
鈴
木
啓
示
さ

ん
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
草
魂
」
　
「
投
げ
た
ら
ア
カ
ン
」
な

ど
と
い
っ
て
い
る
言
葉
は
、
実
は
自

分
を
励
ま
す
、
勇
気
づ
け
よ
う
と
い

う
こ
と
で
言
っ
て
い
た
と
前
置
き
し

て
、
約
一
時
間
半
、
七
百
人
の
聴
衆

に
、
声
が
枯
れ
る
ほ
ど
、
熱
っ
ぽ
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
さ
れ
た
中
か
ら
、
　
「
草
魂
」

と
の
出
合
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
プ
ロ
野
球
に
入
っ
て
七

年
目
か
ら
一
二
年
間
、
そ
れ
ま
で
二
十

勝
以
上
し
て
い
た
成
績
が
、
十
勝
程

度
と
ふ
る
わ
ず
低
迷
し
て
い
た
と
き
、

な
ん
と
か
、
か
っ
こ
い
い
こ
と
を
と

い
う
こ
と
で
、
ッ
ッ
パ
リ
の
性
格
か

ら
、
入
団
時
の
契
約
金
で
買
っ
て
い

た
山
中
の
土
地
に
家
を
建
て
よ
う
と

決
心
を
し
た
。
そ
の
土
地
は
す
ぐ
に

家
を
建
て
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
立

地
条
件
で
は
な
く
、
雑
木
を
掘
っ
て

造
成
し
、
半
年
後
に
家
が
完
成
し
た
。

　
そ
の
年
の
成
績
は
十
一
勝
で
、
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
は
来
期
の
契
約
を
考
え

る
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、
あ

る
日
、
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
焦
点
の

定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
ボ
サ
ー
と
大
阪

湾
の
方
を
な
が
め
て
い
た
。

　
突
然
、
視
線
を
下
に
落
す
と
、
半

年
前
に
舗
装
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
路
が
盛
り
あ
が
っ
て
、
ひ
び
割
れ

て
い
た
、
そ
の
中
か
ら
、
掘
り
お
こ

し
た
は
ず
の
青
い
雑
草
の
芽
が
出
て

い
た
。
そ
の
生
き
ざ
ま
に
心
を
強
く

打
た
れ
、
こ
の
生
命
力
、
こ
の
パ
ワ

ァ
ー
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
な
ん
と
か
弱
い
鈴
木
啓
示
に
い
っ

て
聞
か
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自
分

に
勇
気
づ
け
に
か
か
っ
た
の
が
、
あ

の
「
草
魂
」
と
の
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
。

　
だ
れ
し
も
仕
事
や
勉
強
に
は
ス
ラ

ン
プ
が
あ
る
。
自
分
で
自
分
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
、
つ
ら
く
て
も
や

る
と
い
う
こ
と
で
、
い
や
な
こ
と
か

ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
ぶ
っ
か
っ

て
答
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
か
。

〈
貸
出
し
ま
す
1
教
育
委
員
会
〉

鈴
木
啓
示
さ
ん
の
講
演
を
収
録
し

た
V
T
R
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝＝

第
1
6
回
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
十
一
月
二
十
三
日
、
川
中
体
育

館
で
、
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
A
ブ
ロ
ッ
ク
裏
町
A

　
　
　
B
ブ
ロ
ッ
ク
タ
チ
バ
ナ

螺

　
檬

難
醗巽・、1鉾篠一　　峯　　　ナ
　がんばれ〃アタック
Aブロック　　　　　　　Bブロック

　　　裏町A　　　　　　　　　　タチバナ

2

S四高ジ丸川S大裏川中ジタ丸川裏中松
Sツ璽，謹醗和　爵学，すチ蟷学
　　務コ務張赤伸町　農校コバ務張町校
C葉店B所所谷管A協AAナ所所BB屋　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　B

第
5
回
町
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
十
一
月
二
十
三
日
、
総
合
体
育

館
で
、
八
種
目
に
わ
け
て
ダ
ブ
ル

ス
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

〔
小
学
生
〕
南
雲
武
幸
・
岡
崎
貴
史

〔
中
学
男
子
〕
野
上
裕
行
・
相
崎
和
行

〔
中
学
女
子
〕
中
島
峰
子
．
登
坂
紀
美
子

〔
一
般
女
子
A
〕
数
藤
麻
子
・
山
岸
篤
美

〔
一
般
女
子
B
〕
南
雲
加
代
子
・
佐
久
間
イ
ッ

〔
一
般
男
子
A
〕
八
．
藤
琢
也
皇
名
俊
一

〔
一
般
男
子
B
〕
小
林
清
人
・
高
橋
久
也

それいけ．グピシッー
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保
護
司
と
し
て

三
十
年

法
務
大
臣
賞
を
受
賞

太
田
長
栄
さ
ん

　
　
　
　
（
中
央
町
）

　
太
田
さ
ん
は
、
保
護
司
と
し
て
三

十
年
間
に
わ
た
り
、
罪
を
犯
し
た
人

々
の
改
善
更
生
と
犯
罪
の
予
防
に
尽

力
さ
れ
た
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　僻　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　桶　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　働　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　〇　　　　　一　　　　　甲　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　願　　　一　　　，　　　9　　・　　D　　o　”　．　9　一
一．o

　
各
種
の
統
計
調
査
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
南
雲

さ
ん
が
、
こ
の
た
び
県
統
計
協
会
総

裁
表
彰
（
総
裁
は
県
知
事
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
南
雲
さ
ん
は
、
工
業
統
計
調
査
員

と
し
て
昭
和
四
十
九
年
か
ら
十
二
回
、

商
業
統
計
調
査
員
と
し
て
五
回
、
事

孫
六
商
店
（
株
）
が
、
商
業
統
計

調
査
で
「
調
査
に
対
し
て
正
確
か
つ

迅
速
な
報
告
に
努
め
ら
れ
た
」
と
し

て
、
通
商
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
店
は
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
、

新潟県統計協会総裁表彰

南雲虎一さん

　　　　（東善寺）

業
所
統
計
調
査
員
と
し
て

四
回
な
ど
、
実
に
三
十
三

回
に
も
及
ぶ
統
計
に
従
事

さ
れ
、
統
計
調
査
員
と
し

て
の
責
任
感
と
、
調
査
内

容
の
確
実
性
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
の
対
象
事

業
所
と
し
て
、
調
査
内
容

の
適
正
、
提
出
期
限
の
厳

守
な
ど
調
査
に
協
力
的
な

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

通商産業大臣表彰

孫六商店㈱

　（中央町）

む
つ
み
会
に
感
謝
状

　
貯
金
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の

実
践
に
努
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

「
む
つ
み
会
」
が
、
信
越
郵
政
局
長

か
ら
、
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
昭
和
三
十
五
年
三
月

に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員
は
六
名
で
、

毎
月
積
立
貯
金
を
し
て
お
り
、
会
の

お
世
話
を
し
て
い
る
上
村
さ
ん
は
、

　
「
昭
和
四
十
九
年
に
亡
く
な
っ
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
貯
金
と
い
う
も

の
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
、
最
初

は
月
百
円
か
ら
は
じ
め
た
と
聞
い
て

お
り
ま
し
た
。
私
が
そ
れ
を
受
継
ぎ

月
末
に
会
員
の
家
を
買
物
な
ど
の
つ

い
で
に
回
っ
て
集
金
し
、
郵
便
局
に

払
込
ん
で
い
る
だ
け
な
の
に
、
こ
ん

な
立
派
な
賞
を
い
た
だ
い
て
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
信
条
を
か
た
く

守
り
、
親
ぼ
く
の
輪
を
広
め
て
い
る

「
む
つ
み
会
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

響

上
野
小
に
貯
金
局
長
賞

　
昭
和
二
十
三
年
九
月
か
ら
』
孟
里

貯
金
」
を
設
立
し
た
上
野
小
学
校
が
、

三
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
、
毎
月
、

む
だ
使
い
を
し
な
い
で
コ
ツ
コ
ツ
と

た
め
た
お
金
や
、
お
年
玉
な
ど
を
貯

金
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
五
十
九
年

に
つ
づ
き
、
四
回
目
の
貯
金
局
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
ん
と
、
今
年
三
月
の
預
金
高
は

四
百
七
十
二
万
円
あ
ま
り
、
こ
の
大

切
な
お
金
は
、
修
学
旅
行
や
中
学
に

入
学
す
る
時
な
ど
に
使
わ
れ
る
よ
う

で
す
。

詫．購蛋轟誉愛　葦
　ぷ　　　え　ぎ　ぱ　な　な　　ぜ　まト

お世話している

　　上村スミ子さん

長
野
市
で
の
表
彰
式
（
m
．
31）
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62年度の幼稚園児・保育園児

入園申請受付は20日までに

◇申請書提出期限　12月20日　（土）

◇申請書には、次の書類を添付してください。…

　＊父母または祖父母で、勤め人のいる家庭　…

　　は、事業主発行の勤務証明書

　＊父母または祖父母が内職をしている家庭　…

　　は、事業主発行の内職証明書

　＊病人のいる家庭は、医師の診断書

　＊保育所入所調査表

◇注意いただきたい事項

　・心身の障害などで、団体生活ができない　藝

　　人は入園できないことがあります。

　・家族の中で入園希望児が2人以上いると

　　きは、各児童ごとに申請してください。

　・家庭状況をおたずねしますので、申請書　…

　　は家族の方がお持ちください。

　・現在、保育園に入園していて引き続き入

　　園を希望する児童も申請してください。

・
．
雛

12月17日から直接県警本部につながります

、魏蝋晦紬、

◇募集人員・申請書の提出などは次のとおり

施設名
募集
人員

入　所

区　域

申請書

の配布
場所

申請書

の提出

場所

川　西

幼稚園

五
歳
児

人
65

全町・ただ
し年間通園

可能者

住民課窓口
幼　稚　　園

千手
保育園

就
学
前
児
童

100

千手地区

住民課窓口

各保育園

南原
〃

45

上野
〃

80 上野　〃

橘
〃

90 橘　〃

仙　田

〃

60 仙田　〃

鐸灘醗難讐麟麟鱒騨・
…響騨欝灘鞭舞、、、、

1曜欝癬碕翻灘癖1婁
諺巌撃轟騨鰹騰辱1総溝羅

、、繋、羅懲叢…鞍奉難麟翻難韓審導欝繰難鱒鵜懸難

◇問い合わせ先

　＊保育園については役場住民課有線2132…

　＊幼稚園については教育委員会有線5586…

　110番通報は、駐在所に届けるよりも手配が

早くなり、事件・事故のスピード解決につなが

ります。

料
理
店
な
ど
の
経
営
者
が
、
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
か
ら
税
金
を
受
け
と
っ
た
し
る

　

し
と
し
て
お
渡
し
す
る
の
が
「
公
給

領
収
証
」
で
す
。
ま
た
、
公
給
領
収

証
は
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
税

金
が
、
正
し
く
県
に
納
め
ら
れ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
か
の
あ
か
し
と
な
る
大
切
な
役

割
も
も
っ
て
い
ま
す
。

受
取
り
ま
し
ょ
う
！

公
給
領
収
証

　＼　　　1
　＼　一し。

＼
＼ ＼・魏1／

K◎◎鞄

店　の　種　類 税の計算
税のかからないとき
　（免　税　点）

料理店・小料理店 料金の　10鰯 一
バー・キャバレー 料金の　10％ 一

旅
館
　
・
ホ
テ
ル

宿
泊
し
た
と
き

宿　　　　泊
（1泊2食まで）

宿泊に伴う料金から、
2，500円を差し引いた
残りの料金の10男

1人1泊の宿泊に伴う料金
が5，000円以下のとき

宿泊者の追加飲
食・夜食・間食等 料金の　10％

1人1泊中の追加飲食・夜
食・問食等の料金が2，500
円以下のとき

宿泊者の昼食 料金の10％
1人1回の昼食代が2，500
円以下のとき

休憩や飲食などをし
たとき 料金の10％

1人1回の料金が2，500円
以下のとき

飲食店・喫茶店
（難匙レストラソ●） 料金の10％

1人1回の料金が2，500円
以下のとき

仕出し・出　　前 料金の10％
1人分の料金が2，500円以
下のとき

チケッ　ト食堂
デパートの食堂のように
食券を買って飲食する場
所で、県が指定した店

料金の10％
1品の価格が1，000円以下
のとき

※問い合わせは、十日町財務事務所間税係〔8（57〉5511内線205〕へ。

『
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息
子
の
急
逝
で
発
意

　
　
　
　
　
　
だ
ん
な

　
星
名
新
田
の
旦
那
様
で
知
ら
れ
た

星
名
家
は
、
幕
末
か
ら
明
治
、
大
正

　
　
　
　
　
き
く
ゼ

に
か
け
て
、
菊
曾
の
里
を
開
発
し
な

が
ら
大
勢
の
捨
て
児
を
拾
い
上
げ
て

養
育
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
望
む
と
こ

ろ
に
発
展
の
道
を
あ
た
え
て
や
っ
た

奇
特
な
慈
善
一
家
で
あ
っ
た
。

　
初
代
の
保
右
衛
門
（
の
ち
に
保
と

改
名
）
は
、
上
野
の
名
門
星
名
家
第

十
一
代
当
主
文
太
郎
の
弟
で
、
星
名

新
田
の
開
祖
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

こ
の
人
が
上
野
、
新
町
新
田
、
下
平

新
田
、
寺
ケ
崎
の
入
会
山
八
町
三
反

歩
（
八
．
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
余
を
買

い
入
れ
、
多
難
な
開
こ
ん
の
事
業
に

着
手
し
た
の
は
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
星
名
新
田
の
人
々
」
　
（
星
名
い

志
著
）
に
よ
る
と
、
こ
と
の
ほ
か
慈

悲
深
か
っ
た
保
は
、
一
粒
種
の
息
子

（
恒
朋
）
が
十
歳
を
待
た
ず
に
急
逝

し
た
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
死
を
い
た

ん
で
三
十
三
番
の
札
所
巡
り
を
し
た
。

そ
の
さ
い
、
わ
が
子
の
代
り
に
不
幸

な
子
ど
も
た
ち
を
養
育
し
よ
う
と
決

意
し
た
。
要
所
に
「
拾
い
子
」
の
高

札
を
立
て
、
菊
曾
の
桃
源
郷
に
気
の

毒
な
孤
児
た
ち
が
集
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
巡
礼
の
旅
を
終
え
た
と
い
う
。

が
き

餓
鬼
山
と
ア
カ
ッ
コ
沢

　
こ
の
地
方
で
、
生
活
苦
か
ら
間
引

き
や
捨
て
児
が
ひ
そ
か
に
行
わ
れ
た

事
実
は
本
紙
五
十
五
年
十
一
月
号
本

欄
で
も
述
べ
た
が
、
当
時
の
古
文
書

や
資
料
に
目
を
と
お
す
と
、
そ
の
悲

惨
さ
は
言
語
に
絶
す
る
。

　
菊
曾
の
里
の
裏
山
を
ひ
と
つ
越
え

た
岩
瀬
側
の
尾
根
付
近
と
、
昔
の
仙

田
街
道
に
当
る
峠
道
の
、
元
町
か
ら

星
名
新
田
入
口
に
至
る
丘
の
南
側
に

雷
電
王
の
石
碑
が
建
っ
て
お
り
、
こ

の
あ
た
り
に
「
餓
鬼
山
」
の
地
名
が

残
っ
て
い
る
。
食
糧
難
や
不
義
密
通

の
結
果
か
ら
親
に
捨
て
ら
れ
た
乳
幼

児
が
、
人
里
離
れ
た
こ
の
山
に
餓
鬼

と
な
っ
て
た
む
ろ
し
て
い
た
の
か
。

　
餓
鬼
山
の
隣
は
「
ア
カ
ッ
コ
沢
」

ま
た
は
「
ニ
カ
ッ
コ
沢
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
一
帯
は
小
さ
な
沢
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

い
く
つ
に
も
分
岐
し
て
お
り
、
妖
気

さ
え
漂
っ
て
鳥
も
通
わ
ぬ
と
い
う
思

い
が
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
間
引
き

や
捨
て
児
を
決
意
し
た
親
た
ち
が
ア

カ
ッ
コ
を
こ
の
沢
に
連
行
し
た
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
え
い
じ

く
、
捨
て
ぎ
わ
の
嬰
児
が
「
二
ヵ
ッ
」

と
笑
う
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
け
ら

れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
悲
し
い
伝
説
を
裏
付
け

る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
元
治

　
　
　
　
　
　
ぢ
い
　
　
　
ば
あ

や
慶
応
生
れ
の
爺
ざ
、
婆
さ
た
ち
か

ら
寝
物
語
り
に
聞
か
さ
れ
た
怖
い
歌

を
思
い
出
す
。

　
い
す
す

　
石
臼
ゴ
ロ
ゴ
ロ
　
粉
ゴ
イ
ゴ
イ

　
米
が
高
b
が
ん
に
子
が
で
き
た

　
　
　
　
カ
カ

　
ヤ
レ
　
娚
な
じ
ょ
し
ょ
う

　
こ
も

　
菰
に
く
る
ん
で
山
へ
捨
て
た
…

　
保
が
巡
礼
の
お
り
に
立
て
た
高
札

の
反
響
は
大
き
く
、
拾
い
子
の
う
わ

さ
は
次
か
ら
次
へ
伝
わ
っ
て
た
く
さ

ん
の
捨
て
児
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。

星
名
新
田
の
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
末
期
）

鈴

と

乳ち

倉ε

　
星
名
邸
に
続
く
ゆ
る
い
坂
道
の
、

一
本
の
ブ
ナ
の
小
枝
に
鈴
が
付
け
て

あ
り
、
そ
の
下
に
乳
倉
が
二
つ
置
い

　
　
　
　
　
ち
の
み
ご

て
あ
っ
た
。
乳
呑
児
を
捨
て
る
女
た

ち
は
、
乳
倉
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ

う
に
し
て
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
、

意
を
決
し
て
鈴
を
鳴
ら
す
と
木
陰
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ば

身
を
隠
し
た
。
駆
け
寄
っ
た
乳
母
た

ち
が
わ
が
子
を
抱
き
上
げ
る
の
を
見

届
け
て
か
ら
姿
を
消
し
た
。

こ
う
し
て
集
ま
っ
た
捨
て
児
は
実
に

三
十
人
を
越
え
、
養
育
の
た
め
に
大

勢
の
女
た
ち
が
雇
わ
れ
た
。

子
育
て
の
む
ず
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
じ

　
星
名
家
に
生
れ
育
っ
た
セ
イ
刀
自

（
昭
和
四
十
一
年
没
・
享
年
八
十
二

歳
）
は
、
　
「
星
名
新
田
の
人
々
」
の

中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
私
ど
も
は
家
の
娘
だ
け
ど
、
そ

れ
だ
け
に
規
制
が
き
び
し
く
、
わ
が

ま
ま
や
ぜ
い
た
く
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
。
両
親
に
は
、
捨
て
児
は
陽
の
目

を
見
な
い
ほ
う
に
押
し
や
ら
れ
が
ち

で
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
と
い
う
お

考
え
が
あ
っ
た
。
何
し
ろ
大
勢
い
た

も
ん
で
、
お
と
う
様
と
お
っ
か
様
も

並
大
抵
で
な
か
っ
た
。
食
べ
さ
せ
て

着
せ
て
、
手
に
職
を
つ
け
て
や
る
べ

く
学
校
に
出
し
た
り
、
仕
事
見
習
い

に
出
し
た
り
し
た
」

　
当
時
は
育
児
の
知
識
や
医
学
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ゆ

ぼ
し
く
、
米
の
粉
の
重
湯
に
砂
糖
を

落
と
し
て
あ
た
え
て
も
栄
養
失
調
は

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
に
み
ら
れ
た
。

　
宿
命
的
な
暗
さ
を
背
負
っ
て
生
れ

合
せ
た
の
か
、
慈
愛
に
満
ち
た
養
育

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
前
に
成
長

し
た
の
は
お
よ
そ
半
数
の
十
六
人
で

あ
っ
た
。
成
人
し
た
男
子
は
ひ
と
か

ど
の
百
姓
や
商
人
に
な
り
、
娘
た
ち

は
良
縁
に
恵
ま
れ
て
幸
福
な
一
生
を

送
っ
た
。
し
か
し
、
成
長
す
る
に
つ

れ
て
ひ
ね
く
れ
が
出
て
遊
び
暮
し
、

小
遣
い
銭
を
せ
び
っ
た
り
、
捨
て
た

親
以
上
に
旦
那
様
や
家
族
に
反
感
を

持
っ
た
り
し
た
者
も
あ
っ
た
と
い
い
、

子
育
て
や
、
人
の
心
を
救
う
こ
と
の

む
ず
か
し
さ
は
昔
も
今
と
変
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
星
名
家
に
お
け
る
孤
児
の
救
済
は

庶
民
が
養
育
費
や
食
糧
に
こ
と
欠
い

た
時
代
を
四
代
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
た
。
捨
て
児
を
拾
っ
た
の
は
初
代

の
保
、
実
際
に
養
育
し
た
の
は
二
代

の
茂
と
妻
の
ヨ
キ
で
、
長
女
の
チ
ョ

ウ
も
両
親
を
助
け
て
養
育
に
専
心
し

た
。
チ
ョ
ウ
は
ム
コ
取
り
で
あ
っ
た

が
夫
に
先
立
た
れ
、
妹
セ
イ
が
ム
コ

の
利
太
（
後
年
の
上
野
小
学
校
長
、

上
野
村
長
）
と
家
に
な
お
り
、
の
ち

の
ち
ま
で
よ
く
面
倒
を
み
て
い
る
。
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鋸
溶…

レ3：

し、

轟

　
　
　
　
　
　
う

け
い
綴
嚇
・
話
ろ
さ
・
ど
窺
鷺
さ
ん

仙
田
校
友
会
を
楽
し
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
東
松
山
市
佐
藤
善
松
さ
ん

　
私
が
、
藤
沢
部
落
を
は
な
れ
た
の

が
、
昭
和
三
十
六
年
で
す
か
ら
、
も

う
二
十
五
年
た
ち
ま
し
た
。

　
当
時
、
五
十
二
戸
も
あ
っ
た
藤
沢

が
、
時
勢
に
は
さ
か
ら
え
ず
、
つ
い

に
一
戸
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
東
京
は
雪
が
降
ら
ず
楽
で
す
が
、

空
気
は
汚
れ
、
土
質
は
悪
く
、
野
菜

な
ど
満
足
に
と
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て

良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
室
島
、
藤
沢
、
小
脇
と
霧
谷
出
身

者
で
仙
田
校
友
会
を
つ
く
り
、
五
十

人
余
り
の
人
た
ち
が
、
毎
年
集
ま
っ

て
は
ふ
る
さ
と
を
し
の
ん
で
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
そ
の
席
で
「
町
史
こ
ぼ
れ

資料館にある

　　佐藤さんの絵

「晴れ間」

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
沢
出
身
）

話
」
や
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
見
せ

て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
、
閉
村
の
藤
沢
地
内
を
一
巡

し
て
来
ま
し
た
。
雪
で
つ
ぶ
れ
た
ま

ま
の
廃
屋
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
悲

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
い
ま
八
十
四
歳
、
老
後
の
楽
し
み

に
日
本
画
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
町

の
民
俗
資
料
館
が
で
き
た
お
り
、
院

展
入
選
作
を
納
入
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

り　だ’oし　　’た二〇見）ん　　　響1塁
申　い院町み　悲ま巡　せ　　　　　鵡ll
聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・・，oPg・

’しiお　　 山ロニニさん

藤沢の戸数と人口の推移

　35年52戸273人
　40　　50　　239
　45　　42　　182
　50　　23　　96
　55　　16　　76
　56　　13　　66
　57　　12　　57
　58　　6　　25
　59　　3　　　9
　60　　1　　　4
　61　　1　　　3
（各年次とも10月1日現在）
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ヨイヤラサ

ズ
ぴ

陰
幽
u
胃

脇
膿

厩
タ
騎

ま
り
㈹

碓
届
糊

力
　
　
　
　
亙

　
　
　
　
　
アTH露

　
今
年
八
月
の
お
盆
前
に
仁
田
の
有

志
二
十
七
人
で
、
「
仁
田
地
踊
り
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
目
的
は
、
昔
な
が
ら
の
「
地

踊
り
」
を
盛
ん
に
さ
せ
、
い
つ
ま
で

も
変
ら
ぬ
ふ
る
さ
と
を
後
世
に
引
継

ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
会
の
発
起
人
の
一
人
が
、
今

回
ご
登
場
い
た
だ
い
た
山
口
さ
ん
で

す
。
コ
ピ
ー
用
紙
の
袋
を
こ
わ
き
に

か
か
え
て
、
　
「
地
踊
り
タ
イ
ム
ス
」

を
役
場
に
配
達
に
来
た
と
こ
ろ
を
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
地
踊
り
タ
イ
ム
ス
」
は
、

今
年
八
月
に
創
刊
。
現
在
の
と
こ
ろ

号
外
を
含
め
十
四
号
ほ
ど
発
刊
さ
れ

て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
手
づ
く
り
の
約

二
百
部
発
行
の
タ
イ
ム
ス
。
そ
の
紙

面
か
ら
、
ざ
っ
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

山
地
三
踊
編
集
長

ご
紹
介
す
る
と
、

○
発
行
所
ー
無
限
会
社
山
地
タ
イ
ム
ス

○
記
者
．
編
集
長
．
配
達
人
ー
山
地

　
三
踊

○
代
金
”
無
料
（
気
に
し
な
い
で
下

　
さ
い
。
）

○
発
行
日
ー
気
の
む
い
た
と
き
（
月

　
3
回
程
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
へ
た
な
記
者
は
む
ら
の
し
ょ
が
た

　
よ
り
だ
〃
”
　
　
　
　
　
　
e
t
C

　
ど
れ
ひ
と
つ
取
り
上
げ
て
も
、
ま

さ
に
ユ
ニ
ー
ク
の
結
晶
で
す
。

　
こ
の
、
　
「
地
踊
り
タ
イ
ム
ス
」
は
、

地
踊
り
会
の
会
報
紙
と
い
う
つ
も
り

で
は
じ
め
た
も
の
で
、
気
楽
な
気
持

ち
で
書
い
て
い
ま
す
。
」
と
山
口
さ

ん
は
い
わ
れ
る
が
、
な
か
な
か
ど
う

し
て
記
事
の
内
容
は
、
「
お
知
ら
せ
」

「
行
事
の
結
果
」
　
「
町
の
動
き
」
な

ど
、
豊
富
な
記
事
で
も
り
だ
く
さ
ん
。

「
片
面
を
書
く
の
に
、
朝
起
き
て
勤

め
に
出
る
ま
で
の
一
時
間
半
ぐ
ら
い

か
か
る
か
な
。

今
回
（
第
八

号
）
は
、
表

と
裏
で
、
三

朝
げ
で
書
き

ま
し
た
。
」

　
な
ん
と
い

っ
て
も
、
取

材
・
編
集
・

そ
れ
と
配
達

（
仁
田
集
落

約
百
五
十
世

帯
、
野
口
集
落
の
一
部
ほ
か
）
ま
で
、

す
べ
て
自
分
一
人
で
こ
な
し
て
い
る

タ
フ
な
山
口
さ
ん
の
ご
苦
労
は
、

「
毎
日
発
刊
し
て
も
い
い
ほ
ど
、
材

料
は
あ
る
け
れ
ど
、
勤
め
の
関
係
や

ら
で
、
な
か
な
か
書
け
な
く
て
ね
。

そ
れ
と
、
手
間
が
か
か
る
の
が
配
達

で
す
ね
。
配
達
は
、
朝
の
暗
い
う
ち

か
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
配
達
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
、
各
家
の
ポ
ス
ト
の
位

置
も
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
自
分
の

体
調
を
整
え
る
た
め
に
も
一
役
か
っ

て
い
ま
す
よ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
細
く
長
く
、
こ
の
な
り
で
続
け

た
い
。
何
人
か
で
や
る
と
、
お
互
い

に
、
つ
い
か
ま
え
た
り
し
て
し
ま
っ

て
、
一
人
だ
と
一
番
気
が
合
う
．
．
・
」

　
仁
田
の
熊
野
社
近
く
に
あ
る
「
山

地
タ
イ
ム
ス
社
」
が
ま
す
ま
す
発
展

し
、
合
わ
せ
て
地
踊
り
の
ヨ
イ
ヤ
ラ

サ
が
若
者
に
伝
承
さ
れ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。
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⑳⑦㊦、

霞

轡イ麓獲。ら許．

　今回はありません。

｝織轍繍瞬繍翼購’

心配ごと相談
12月17日（水）……克雪センター

　　24日（水）……総合センター

1月7日（水）元町集落センター

　　14日（水）……公民館橘分館

※時間は午後1時～3時です。

申塾先　　　　　　　　　　　　　　　　⊆調悉あ知象となる製造業を営　　　　　　11月の交通事故発生件数

　丁950新潟市新光町4－1　　　　　む事業所には、年末年始にかけ　　　　　　　　　　　　　　累計
　　　　新潟県総務部県史編さん室　　　　て調査員が伺います。　　　　　　　　　件　　数　0（1）　27（1わ

申込艦5－285－5511（内2101）　、勺謬灘難鰍糊　傷者0（1）37㈲

　はがきに住所、氏名、購入巻　　　　ませんので、安心してご協力く　　　　　死　　者　0（0）　0（0）

　名、冊数、電話番号などを記　　　　ださるよう・よろしくお願いし　　　　　（）内は前年同月の件数

　入して、お申し込みください。　　　ます・

◇ワ＆o◇ワ4》〈＞◇q）4》φ◇り4》◇◇ワ⇔く〉◇くフ＆〈＞◇ワ＆φ◇q）⇔o◇ワ凸4》◇り＆〈＞◇ワε》4》◇ワ品4》◇q）品〈〉◇ワ4》く〉◇ワ品4》◇ワ（54》◇ワ4》o◇ワ（50

凝そ

叩翻
　　　輿

－
…
…
…
…
…
…
－
…
…
…
・
…
⑧

パ
パ
イ
ア
が

　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
ヘ

タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら

　年賀状はお早目に
●年賀状の受付
12月15日（月）～12月20日（｛二）

●あて先別区分けのご協力を
　　「町内あて」　「県内あて」

　　「県外あて」に区分けして

　束ねてお出しください。
●私製はがきは赤で「年賀」の
　表示を

●郵便番号もお忘れなく

工業統計調査
石油等消費構造統計調査

一一！6喚9』〕噂

雛

　
τ窮

▼
び
漿
際

　
　
を

協　
　
力

ご

　　　コ裂．聴．鐡、、

業省では、工業統計調
石油等消費構造統計調
12月31日現在で実施し

　
　
　
　
の

産
び
年
す
の
所
員
の
わ
の
よ

商
よ
毎
ま
査
業
査
査
使
ん
る
。

通
お
を
い
調
事
調
調
に
せ
さ
す

　
査
査
て
　
む
て
　
的
ま
だ
ま

塩
辛藤

巻
ジ
ュ
リ
ア
ー
ナ
さ
ん

新潟県史発刊のご案内

刊行巻の頒布価格

　通史編2　中世　　3，600円

　通史編3　近世1　3，600円

　通史編6　近代1　3，600円

　別　編3　人物編　4，800円

　　　　　（分売可、送料別）

　既刊の25巻も在庫があります。

こ
ち
ら
の
生
活
に
慣
れ
ま
し
た
か
ー

　
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
。
言
葉
は
少
し

ず
つ
。
家
の
中
で
は
不
自
由
な
く
生

活
出
来
ま
す
。
川
西
町
は
「
ヴ
ェ
リ

ー
グ
ッ
ド
」
。
み
ん
な
い
い
人
。
料

理
は
み
そ
汁
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
得

意
で
す
。
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
納
豆

と
刺
身
で
す
が
、
そ
の
他
は
何
で
も

食
べ
ら
れ
ま
す
。
買
物
も
一
人
で
出

来
ま
す
し
、
来
た
ば
か
り
に
は
自
転

車
で
遠
く
ま
で
走
り
、
町
を
覚
え
ま

し
た
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
ど
ん
な
国
で
す
か
1

　
電
気
も
水
道
も
ガ
ス
も
な
い
し
、

時
計
も
い
ら
な
い
の
。
太
陽
と
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
て
る
か
ら
。
バ
ナ
ナ

パ
パ
イ
ァ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
…
…
常

夏
の
国
で
食
べ
物
は
豊
富
で
す
。

日
本
の
印
象
や
感
想
は
ー

　
「
ス
ゴ
ー
イ
！
」
交
通
機
関
、
電

気
製
品
、
日
常
用
品
、
何
で
も
物
が

豊
富
に
あ
る
け
ど
、
家
の
中
に
入
る

と
み
ん
な
が
お
金
が
な
い
と
言
っ
て

る
の
が
不
思
議
。
ま
た
日
本
の
文
化

や
教
育
は
高
い
と
思
っ
て
た
の
に
日

本
語
し
か
話
さ
な
い
の
に
は
意
外
。

み
ん
な
が
外
国
語
し
ゃ
べ
れ
な
い
。

そ
れ
に
向
う
の
人
は
行
動
的
で
一
晩

中
う
た
い
踊
り
明
か
す
の
に
日
本
人
、

ど
う
し
て
時
間
が
来
る
と
途
中
で
止

め
て
し
ま
う
の
か
し
ら
。

　
　
　
　
（
以
上
ご
主
人
が
通
訳
）

ー
現
況
に
つ
い
て
る
ご
主
人
）
ー

外
国
の
友
達
が
増
え
た
り
、
異
国

の
料
理
も
昧
わ
え
た
り
、
得
る
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
で
も
言
葉

や
仕
事
の
関
係
で
困
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ジ
ュ
リ
ア
ー
ナ
に
早
く
日
本

の
こ
と
を
知
り
、
慣
れ
て
も
ら
う
た

め
に
も
し
ば
ら
く
二
人
で
東
京
へ
行

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
帰
郷
の
節
は
よ

ろ
し
く
。
　
（
家
庭
相
談
係
・
担
当
）
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善詣　　息

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

圃
一
般
寄
付
金

◎
ス
キ
ー
場
建
設
に

＊
㈱
ミ
ヤ
コ
ヤ
（
東
善
寺
）
か
ら
、

　
十
万
円

＊
小
林
電
気
商
会
（
木
島
）
か
ら
、

　
十
万
円

＊
㈱
山
松
商
店
（
中
央
町
）
か
ら
、

三
十
万
円

＊
ど
ば
　
し
（
中
央
町
）
か
ら
、

　
五
万
円

＊
高
橋
建
材
（
坪
山
）
か
ら
、

　
三
万
円

◎
広
報
発
行
に

＊
中
条
三
義
さ
ん
（
青
梅
市
）
か
ら

　
一
万
円

＊
穴
井
早
苗
さ
ん
（
世
田
谷
区
）
か

ら
、
一
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
に

＊
高
橋
栄
一
さ
ん
（
高
倉
）
か
ら
、

三
万
円

＊
須
藤
良
平
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
、

五
万
円

＊
野
沢
弘
隆
さ
ん
（
綾
瀬
市
）
か
ら

　
　
一
万
円

＊
高
橋
政
敏
さ
ん
（
高
倉
）
か
ら
、

　
五
万
円

＊
石
沢
理
平
さ
ん
（
田
中
）
か
ら
、

　
三
万
円

＊
小
林
定
二
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら

　
三
万
円

●
高
倉
小
学
校
の
授
業
合
図
の
ベ
ル

●
根
津
三
男
さ
ん
（
原
田
）
か
ら
、

　
テ
カ
ギ
、
小
計
り
ほ
か
多
数

●
山
家
誠
二
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

　
明
治
期
か
ら
の
古
書
多
数

●
山
ロ
清
蔵
さ
ん
（
十
日
町
市
）
か

　
ら
、
掛
け
軸
ほ
か

●
中
条
与
之
助
さ
ん
（
大
倉
）
か
ら
、

　
豆
ツ
ブ
シ
、
茶
わ
ん
入
れ
（
ワ
ラ

製
品
）

●
中
条
秀
治
さ
ん
（
大
倉
）
か
ら
、

　
ナ
タ
ガ
マ

●
野
沢
秀
樹
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
、

　
土
器
、
石
器
、
カ
ゴ
（
乗
り
物
用
）

　
ほ
か

●
田
村
伊
美
さ
ん
（
東
京
在
住
）
か

　
ら
、
サ
オ
計
り
、
ハ
カ
マ
ほ
か

●
小
林
ア
サ
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

大
箱
、
豆
ツ
ブ
シ

●
小
林
重
勝
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
ム
シ
ロ
織
り
の
秤
（
ひ
）

●
片
桐
時
夫
さ
ん
（
大
白
倉
）
か
ら
、

　
コ
シ
、
万
石
ほ
か

「
．
四
．

国民年金の保険料は

轍繊所得税の
鰐　　・＾・　　控除対象

陞　　　　　になります

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
十
二
月
の

所
得
税
年
末
調
整
の
と
き
、
農
業
・

漁
業
・
自
営
業
な
ど
の
人
は
所
得
税

確
定
申
告
の
と
き
、
申
告
書
の
「
社

会
保
険
料
控
除
」
欄
に
今
年
（
一
月

か
ら
十
二
月
ま
で
）
納
め
た
保
険
料

の
総
額
（
追
納
保
険
料
・
未
納
保
険

料
と
し
て
納
め
た
額
も
含
む
）
を
記

入
し
ま
す
と
、
記
入
し
た
保
険
料
の

全
額
が
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
の
保
険
料
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
定
額
保
険
料

　
一
月
か
ら
三
月
ま
で

　
　
　
　
一
カ
月
　
六
、
七
四
〇
円

　
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

　
　
　
　
一
カ
月
　
七
、
一
〇
〇
円

②
付
加
保
険
料

　
　
　
　
一
カ
月
　
　
　
四
〇
〇
円

　
ヤ♂

」
く
し

　
1

　
し
た
が
っ
て
、
一
年
間
全
月
納
め

た
人
の
保
険
料
は
、
定
額
の
み
で
八

四
、
一
二
〇
円
、
付
加
も
納
め
た
人

は
、
八
八
、
九
二
〇
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
に
一
年
分
を
前
納
さ

れ
た
人
は
、
定
額
の
み
で
八
三
、
一

四
〇
円
、
付
加
も
納
め
た
人
は
八
七
、

八
二
〇
円
で
す
。

　
な
お
、
法
改
正
に
よ
り
三
月
ま
で

任
意
加
入
し
て
い
て
、
四
月
か
ら
三

号
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納

め
な
く
な
っ
た
人
は
、
一
月
か
ら
三

月
分
ま
で
、
定
額
の
み
で
二
〇
、
二

二
〇
円
、
付
加
も
納
め
た
人
は
二
一
、

四
二
〇
円
で
す
。

　
例
年
受
領
書
を
紛
失
し
、
再
発
行

を
請
求
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

受
領
書
の
再
発
行
は
し
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

パート収入が年90万円

以下なら所得税もかから

ないレ夫の所得から配偶

者控除も受けられるのね。

住民税は88万円が

　　その基準なのね。

配偶者控除

　パート収入は、通常、給与所得になりま

すから、給与所得控除額（最低57万円）を

差引いた残額が基礎控除（33万円）以下で

あれば配偶者控除が受けられます。

　したがって年収が90万円以下であれば配
偶者控除が受けられます。
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膀
胱
（
冒
三

　
　
　
の
働
き

　
膀
胱
は
、
下
腹
部
中
央
の
下
側
に

あ
り
尿
管
で
腎
臓
（
じ
ん
ぞ
う
）
と

尿
意
は
起
き
ま
せ
ん
。

　
排
尿
の
障
害
は
二
つ
に
分
け
ら
れ

一
つ
は
尿
を
た
く
わ
え
る
こ
と
の
障

害
、
も
う
一
つ
は
尿
を
排
泄
す
る
こ

と
の
障
害
で
す
。

　
尿
を
た
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
と
、
尿
意
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起

つ
な
が
っ
て
い
る
袋
状
の
器
官
で
す
。
こ
っ
た
り
尿
を
も
ら
し
た
り
し
ま
す
。

い
わ
ば
尿
の
貯
水
池
に
あ
た
り
ま
す
。
一
日
に
十
回
以
上
も
ト
イ
レ
に
立
つ

腎
臓
で
つ
く
ら
れ
た
尿
は
す
べ
て
、
　
人
、
又
は
夜
中
に
三
回
以
上
用
た
し

ひ
と
ま
ず
膀
胱
内
に
た
く
わ
え
ら
れ
、
に
起
き
る
人
は
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

尿
道
か
ら
排
泄
（
は
い
せ
つ
）
さ
れ

ま
す
。
尿
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
膀
胱
丙
に

流
れ
込
み
排
泄
さ
れ
な
い
で
い
る
と
、

膀
胱
内
の
圧
が
上
が
っ
て
尿
意
が
起

こ
り
ま
す
。
尿
意
が
起
こ
る
の
は
条

件
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
尿

が
二
百
か
ら
二
百
五
十
㏄
位
に
な
っ

た
時
と
言
わ
れ
ま
す
。
膀
胱
壁
の
過

敏
、
精
神
不
安
等
に
よ
っ
て
は
、
わ

ず
か
な
尿
量
に
よ
っ
て
も
尿
意
が
起

こ
り
ま
す
。
反
対
に
眠
っ
て
い
る
時

に
は
膀
胱
は
い
ち
じ
る
し
く
ゆ
る
ん

で
、
相
当
大
量
の
尿
が
た
ま
っ
て
も

こ
の
よ
う
な
人
は
身
じ
た
く
を
し
て

寒
さ
を
防
い
で
用
を
た
し
て
下
さ
い
。

　
尿
を
排
泄
す
る
こ
と
が
障
害
さ
れ

る
と
、
た
ま
っ
た
尿
が
出
な
く
な
っ

た
り
、
尿
が
作
ら
れ
な
い
た
め
膀
胱

が
空
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

は
、
必
ず
病
院
へ
行
っ
て
下
さ
い
。

雪
掘
り
等
で
か
ら
だ
が
冷
え
た
所
に

お
酒
を
飲
み
、
急
に
尿
が
出
な
く
な
、

り
あ
わ
て
る
と
い
う
男
性
も
あ
り
ま

す
。
泌
尿
器
科
に
受
診
し
て
い
る
人

や
尿
の
出
方
の
悪
い
人
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

4『

パ

曳
1

’
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尿意頻数も排尿障害の一つ
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ル
艶
小
わ
騨

畷
太
旨
風
選

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

○
帯
目
の
跡
美
し
く
落
葉
掃
く

　
御
社
の
落
葉
の
煙
村
を
這
う

　
大
根
の
二
一
二
畑
に
冬
ざ
る
・

　
一
年
の
丹
精
ひ
ら
く
菊
の
花

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

○
湊
漂
の
船
も
動
か
ず
浮
寝
鳥

　
定
休
の
一
日
が
か
り
雪
囲
い

　
店
先
に
干
大
根
の
影
の
来
し

　
畑
中
に
仮
の
車
庫
立
ち
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
益
栄

○
枯
萱
の
中
に
4
流
れ
あ
る
ら
し
く

大
根
煮
る
匂
ひ
立
ち
く
る
里
日
暮

感
傷
に
浸
る
も
た
の
し
小
夜
時
雨

　
か
く
れ
里
と
呼
ぶ
地
へ
続
く
道
落
葉

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

岩
魚
焼
く
煙
ま
す
ぐ
に
漢
紅
葉

全
山
の
照
葉
の
中
の
白
樺

当
間
ま
で
雪
の
来
て
い
る
村
小
春

　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

雪
ま
と
い
越
の
山
々
眠
り
初
む

干
大
根
細
り
て
縄
の
た
る
み
け
り

　
　
次
高
原
田

　
　
子
高
原
田
か
ら

　
　
徹
田
中
町

　
　
子
十
日
町
市
か
ら

　
　
昭
室
島

　
　
実
室
島
か
ら

　
　
呉
三
領

　
　
美
千
葉
県
か
ら

　
　
幸
大
倉

　
　
子
坪
山
か
ら

　
　
司
高
原
田

多
恵
子
愛
知
県
か
ら

　
　
勝
沖
立

春
美
六
日
町
か
ら

賢
太
郎
木
落

泰
子
長
岡
市
か
ら

じ
ヨ
み
ノ
セ
も
ば
　
よ
　
コ
く

　
岩
瀬

ぺ

茂
継
伊
友

美
紀
子
石
川
県
か
ら

お
　
わ
　
び

　
　
　
　
　
　

（
羅
由
美
班

　
　
　
　
　
　

（
羅
由
乳

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

十野十野先
日　日　月
町口町口号
市　市　こ
か　か　 の

ら　ら　欄
　　　　で
の　は
　　、

　
　
　
と
し
あ
き

樋
口
俊
亮

　
　
　
な
お

野
澤
奈
緒
富
昭

　
　
　
た
ま
き

藏
品
　
環
　
隆

　
　
　
こ
う
た

根
津
広
太
徳
男

　
　
　
な
お
き

木
村
直
貴
喜
郎

　
　
　
ひ
ろ
き

小
林
弘
樹
光
雄

　
　
え
り
か

星
名
絵
里
香
哲
夫

恵
美
　
長
男
発
電
所
通
西

長
女

二
女

木野
島

町口

長
男
上
野

二
男
仁
　
田

長二
女男

上
　
野

高
原
田

　
　
　
　
在
八
王
子
田
中
　
ひ
さ

群
青
の
し
み
わ
た
り
た
る
あ
け
び
の
実

良
寛
の
館
の
も
み
じ
紅
く
敷
く

　
　
　
　
　
　
室
島
　
　
米
峰

広
報
の
投
句
こ
と
し
の
筆
納
め

里
の
昧
こ
め
宅
急
便
年
の
暮

羅
鰻
嚢
葉
騨
謬
　
・
上

集
＊
題
ー
初
詣
、
餅
、
新
年
雑
詠

　
　
切

募
締
＊
は
が
き
一
枚
に
五
句
以
内

句
田
＊
町
内
名
、
氏
名
（
雅
号
で
も

ト
ド
　
ウ
と

但
月
　
可
）
明
記

年
12

新
＊
川
西
町
役
場
内
「
文
書
広
報

　
　
　
　
係
」
ま
た
は
中
央
町
「
太
田


